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2012 年 2 月貿易統計（速報）の概要 

 

【 輸 出 】 

 輸出総額は鉄鋼、鉱物性燃料が減少し、5 兆

4,409 億円（前年同月比 2.7％減）、5 ヵ月連続

の減少。前月（2012 年 1 月）の 9.2％減から減

少幅は縮小。数量は 3.8％減と 5 ヶ月連続の

減少。 

 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ＋11.9 ％ 4 ヶ月連続の増加

 対 ＥＵ ▲10.7 ％ 5 ヵ月連続の減少

 対 アジア ▲ 6.6 ％ 5 ヵ月連続の減少

 対 中国 ▲13.9 ％ 5 ヵ月連続の減少

 

＜ 5 大輸出品目 ＞     （億円） （増減率） 

 自動車 8,716 ＋ 07.4 ％ 

 鉄鋼 2,770 ▲ 12.6 ％ 

 半導体等電子部品 2,749 ▲ 06.0 ％ 

 自動車の部分品 2,613 ▲ 01.2 ％ 

 原動機 2,087 ＋ 04.2 ％ 

 

【 輸 入 】 

 輸入総額は 5 兆 4,079 億円（前年同月比

9.2％増）となり、26 ヵ月連続の増加。数量も

3.2％増と 2 ヵ月連続の増加。 

 原油入着価格は 114.3 ドル、前年同月の 95.7

ドルから 19.4％高。 

 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ＋ 4.3％ 2 ヵ月連続の増加

 対 ＥＵ ＋ 8.7％ 11 ヵ月連続の増加

 対 アジア ＋05.8％ 26 ヵ月連続の増加

 対 中国 ▲00.5％ 12 ヵ月ぶりの減少

 

 

 

＜ 5 大輸入品目 ＞     （億円） （増減率） 

原油及び粗油 10,833 ＋ 15.5 ％ 

ＬＮＧ 5,026 ＋ 53.8 ％ 

石油製品 2,236 ＋ 26.8 ％ 

石炭 1,947 ＋ 07.0 ％ 

通信機 1,620 ＋ 59.8 ％ 

 

【 収 支 】 

 輸出から輸入を差し引いた収支は 329 億円の黒

字。黒字となったのは 5 ヵ月ぶり。 

 

【 コ メ ン ト 】 

 2 月の輸出は、5 割を占めるアジア向けの減少

が続いていることを背景に減少した。特に、中

国向けは、中国の欧州向けの生産が減少して

いる影響を受け、鉄鋼やプラスチックなどが減

少し、13.9％減となった。EU 向けも、フランスや

ドイツ向けの自動車が落ち込むなど、減少が続

いている。一方で ASEAN 向けは、洪水被害か

ら復旧が進むタイ向けが牽引し、増加に転じた。

また米国向けも、自動車需要が堅調で 11.9％

増と 2010 年 12 月以来の 2 ケタ増となった。 

 一方で輸入は、原油価格の高止まりや原発停

止に伴う LNG（液化天然ガス）の需要増が続い

ており、増加が続いている。 

 前月（1 月）は過去最大の赤字を記録したが、2

月の貿易収支は、輸出の落ち込みが緩やかに

なったことにより、5 ヵ月ぶりに黒字に転化した。

ただし黒字としては、1979 年以来で 3 番目に低

い水準である。今後も原油高で高水準の輸入

が続くと思われるなか、黒字が定着するかどう

かは不透明である。輸出が増加に転じ、輸入増

を打ち消していけるか、アジアや欧米向け輸出

の動向を注視していきたい。 

（調査グループ 保田明子） 



２０１２年２月分貿易統計の概要（財務省３月２２日発表）

【地域別概要】 単位：億円、％（対前年同月比）

（数量） （価格） （数量） （価格）
２０１２年２月 対世界 54,409 -2.7% -3.8% 1.2% 54,079 9.2% 3.2% 5.8% 108,488 2.9% 329 -94.8%

対米国 9,534 11.9% 14.8% -2.5% 4,763 4.3% 5.1% -0.8% 14,297 9.3% 4,771 20.7%
対EU 5,915 -10.7% -11.4% 0.7% 5,068 8.7% 11.8% -2.7% 10,983 -2.7% 847 -56.9%
対アジア 29,101 -6.6% -7.9% 1.5% 22,330 5.8% -0.4% 6.2% 51,431 -1.6% 6,772 -32.5%
対中国 10,015 -13.9% － － 9,166 -0.5% － － 19,181 -8.0% 848 -65.1%

（備考）

　 金額 　 数量 （主要増加品目） （主要減少品目）

輸出 ５ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ３ヵ月ぶり縮小） ５ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ５ヵ月ぶり縮小） 自動車 － － 鉄鋼 鉱物性燃料 プラスチック

輸入 ２６ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり縮小） ２ヵ月連続の 増加　　（増加幅 拡大） ＬＮＧ 原油及び粗油 通信機 － － －

輸出 ４ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり拡大） ３ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり拡大） 自動車 鉄鋼 建設用鉱山用機械 － － －

輸入 ２ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり縮小） ３ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり縮小） 医薬品 航空機類 肉類 穀物類 － －

輸出 ５ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ２ヵ月ぶり拡大） ５ヵ月連続の 減少　　（減少幅 拡大） 船舶 － － 自動車 鉱物性燃料 電算機類の部分品

輸入 １１ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ３ヵ月ぶり拡大） ８ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり拡大） 自動車 通信機 医薬品 － － －

輸出 ５ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ５ヵ月ぶり縮小） １２ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ２ヵ月ぶり縮小） 鉄鋼 プラスチック 鉱物性燃料 － － －

輸入 ２６ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり縮小） ２ヵ月ぶりの 減少 石油製品 通信機 原油及び粗油 － － －

輸出 ５ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ４ヵ月ぶり縮小） － － － － プラスチック 建設用鉱山用機械 原動機

輸入 １２ヵ月ぶりの 減少 － 通信機 電算機類 － 衣類同付属品 音響映像機器 石油製品

２０１２年２月 円ドルレート： ７７．１円/ドル（前年同月８２．３円と比べ６．４％の円高）・・・税関長公示レート 原油入着価格： １１４．３ドル/バレル（前年同月９５．７ドルと比べ１９．４％高）

【輸出上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率

２０１２年２月 対世界 8,716 7.4% 2,770 -12.6% 2,749 -6.0% 2,613 -1.2% 2,087 4.2% 1,661 4.5%

対米国 2,893 26.9% 237 75.8% 183 -9.2% 592 0.5% 476 21.7% 195 -8.2%

対EU 690 -31.0% 72 -40.5% 155 -22.7% 359 -0.2% 277 -17.3% 216 -7.8%

対アジア 1,359 2.1% 2,035 -16.6% 2,341 -4.3% 1,159 -5.7% 926 -6.4% 1,099 8.1%

対中国 518 -8.2% 518 -15.7% 847 0.4% 549 -7.8% 344 -28.0% 518 16.9%

対中東 1,022 7.9% 166 15.4% 1 -33.0% 71 9.5% 100 80.8% 10 -56.2%

対ロシア 636 -4.9% 30 -9.3% 1 102.9% 20 62.4% 14 2.3% 5 -9.6%

【輸入上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率

２０１２年２月 対世界 10,833 15.5% 5,026 53.8% 2,236 26.8% 1,947 7.0% 1,620 59.8% 1,411 10.9%

対米国 - - 44 133.3% 59 61.7% 99 1.7% 92 18.7% 16 13.6%

対EU 34 全増 － － 64 32.0% 0 全増 132 365.6% 101 -3.8%

対アジア 826 109.5% 1,733 10.7% 1,529 66.0% 423 -18.8% 1,364 53.9% 1,265 -12.2%

対中国 16 全増 － － 4 -95.0% 73 -34.6% 1,033 75.5% 961 -19.0%

対中東 8,856 7.1% 1,509 112.3% 490 -19.2% － － 4 19.1% 0 26.5%

対ロシア 478 -17.8% 335 19.1% 74 31.1% 86 5.0% － － 0 -73.4%

④石炭

⑤原動機

⑥衣類・同付属品

金額 金額 金額 金額伸び率 伸び率

②ＬＮＧ ③石油製品

⑥科学光学機器

対中国

①自動車 ②鉄鋼

①原油及び粗油 ⑤通信機

③半導体等電子部品 ④自動車の部分品

対ＥＵ

対アジア

伸び率

輸出 収支総額

対世界

対米国

伸び率

輸入
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